
普及現地情報 

 

 

 

農産物直売所に学校給食コーナーを設置 

 

甲賀市では今年度、地場農産物を学校給食へ安定して届ける仕組みづくりを行うとともに、

その農産物を給食ブランドとして魅力を発信することで、消費者の購入意欲を増加させ、地域

内での地産地消促進に取り組んでいます。 

 

１月２６日から始まる給食週間にあわせて、JAこうかの農産物直売所「花野果市」に「花野果

小学校」と題した給食に供給される野菜等の農産物や学校で実際子どもたちに提供されている

その日の給食を展示する、「学校給食コーナー」を設置しました。 

この取り組みは、給食で利用される農産物に注目し、消費者が地場農産物に愛着を持ち、購

入意欲が生まれることにより、学校と家庭をつなぎ、地産地消の促進につなげることを目的に

実施されました。 

当日は、給食にニンジンを供給する農業者が、子どもたちにニンジンの栽培について説明を

行うなど、地場農産物の魅力を伝える機会となりました。 

今後は、学校給食に供給する地場農産物の品目・使用量が増加し、地域内で地産地消が促

進されるよう、野菜の生産拡大を図っていきます。 
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農業者がニンジン栽培を説明する様子 

当日の給食メニューの展示 


